
中世ドイツ語における迂言表現

－押韻技法の観点から－その1

武市 修

1．はじめに

人間は一般に他者との関わりの中で生存するものであり， 日常生活に

おいてさまざまな形で自己を表現する必要に迫られるし， また， それを

欲しもする． それらの表現のすぐれて美的なものが芸術であろう．芸術

には音あるいは音声による表現，色彩による表現，造形による表現等さ

まざまな形力§あるが，言葉による表現が文学である．文学作品では内容

とともに形式が重視されるのは当然であり，作者はさまざまな表現技法

を駆使しつつ推敲を重ねて作品を仕上げる． このことは散文作品におい

ても重要である力:，一定の制約の中で表現しなければならない詩作品に

おいてはとりわけ形式上の工夫が必要になる．迂言法(Periphraseある

いはUmschreibung) もこのような技法のひとつである．

中高ドイツ語(Mhd.)の文学は脚韻の芸術である． リズムを整え押韻

するために詩人はいろいろな可能性を試みる.Mhd"の文学作品には，単

一の語で表わしてもよさそうに思われるところで， しばしば複数の語に

よる表現がみられる．本稿では， このような迂言表現の中で，単独の動

詞の代わりに複数の語を用いた動詞表現のひとつである現在分詞を用い

た迂言形を押韻技法の観点から， ドイツ文学最初の脚韻作品である古高

ドイツ語(Ahd.)のオトフリト(OtfridvonWeissenburg)による『総合福

音書』E"α"gE"2"6"c〃にまで遡って探ってみたい．

2.sin(wesen)と現在分詞

分詞は不定詞と同様に「主語の人称および数によってその形式が規定

されることのない動詞の不定形｣'であり，現在分詞は｢ある行為や現象力ざ

継続していることを表わす｣2．現代ドイツ語では現在分詞の役割はもつ
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ばら名詞の意味を規定する付加語的用法と副詞的用法に限られ，動詞

seinとともに用いられるのはbedeutendやuberzeugendなど完全に形

容詞化したもののみで， ごく例外的である． ところが，古くはこの結び

つきは非常に多く,Mhd.の文法書には｢行為が継続しているものと考え

られるとき，動詞単独の現在あるいは過去の代わりに, sinの現在あるい

は過去と現在分詞による迂言表現ｶ：用いられることがある｣3として，次

の用例を含めていくつかの例を挙げている．

(1)Ezwaseinmichelwunder,dazsiiegenas.

mitklageirhelfendemanicvrouwewas. (NL1067,1f.)

（下線は筆者，以下同様）

彼女力劃心痛に耐えて生き延びたの力欝不思議なほどであった．

嘆き悲しむ彼女を多くの婦人たち力:援けた．

このパウルの文法書の統語論の部分を全面的に書き改めたシュレーブ

ラー(1.Schr6bler)は，この項目を，アクツィオーンスアールトを表わす

迂言的表現のひとつとして説明し， この結びつきによって「動詞の表わ

す事象の継続的な性格をとくに強調しようとすること力罫あるが， それと

ともに時間的関係ｶぎ減じ，動詞の表わす叙述の強調でもあり得る」4と述

べ， さらに注釈で，時にまた， この結びつき力ざ，動詞が継続的でなく瞬

間的な出来事を表わすときにも用いられるとして次の例を挙げている．

(2)dazerundsinpherdelin

muostenvallendeOfdiebluomensin. (Pz.154,29f.)
－

それで彼［＝パルツィヴァール］ も馬も

花の上にひつくり返らざるを得なかった

(3)obderdonerzallervrist

slUege,swennezbleczendist, (W.Gastl3243f.）

もしも稲光がするときに

いつも雷力欝落ちるのであれば
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シュレーブラーは当該個所にそれぞれ,,aufdieBlUmenstiirzenmiis-

sen", ,,wenneSblitzt"と新高ドイツ語(Nhd.)の部分訳を添えているカゴ，

このようにsin(wesen)+現在分詞は必ずしも常に動作や事象の継続を

表わすとは限らないようである． また， ドイツ語のすべての動詞および

動詞表現をアクツィオーンスアールトの観点から完全に分類することに

は無理力罫あり，文法書の説明もすっきりしないし，研究者によって解釈

ｶぎ異なる場合もある．例えば（2）の例のvallendesinについて，バール

チュ(K.Bartsch) はvallenと同意だと解している力葡，マルティン(E.

Martin)は「この書き替えによって事象のより長い継続ｶぎ示唆されてい

る」と言う5． いずれにしても上に挙げた例はどれもsinの何らかの形で

押韻しており， この結びつきを押韻手段のひとつとしてみる観点も重要

である．

sin(wesen)+現在分詞に当たる結びつきはMhd.に始まったものでは

なく， インドヨーロッパ語の祖語からあったようで，古インド語のヴェ

ーダ語とサンスクリット語，ギリシャ語にもみられる． ラテン語ではそ

れよりずつと稀である力：，ケルマン諸語では程度の差はあるものの，最

も広く用いられており，英語では今日の進行形として定着している6．

Ahd.においては『タツイアーン』nz伽〃で，分詞に格語尾力ざついてい

る6例を含めsin(wesan)+現在分詞は58例ある．ここで用いられたこの

結びつきはsinに当たるラテン語esseの何らかの形と現在分詞にその

まま当てられたもの以外に, esse+形容詞に，あるいは稀に定形動詞に，

さらにesse+未来分詞， またesse+形式所相動詞[=受動態の形をもち

ながら能動の意味をもつ動詞］の完了分詞に相当する．次にいくつかの

例を挙げてみよう．

(4)Herth6uuasinthemoskefeubarhoubitphuliuuislafenti.

主はその時船の中で枕をして眠っておられた． (Tat.52,3)

(5)thizisttherfondemoihiuquad,

thiedaraftermirquementi ist… (Tat.13,8)

これが（私より前におられた）方力ざ私より後に来られると

私が話したお方だ．
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(6)Uuantaihfonmirselbemonibinsprehenti, (Tat.143,6)
q■■■■■■■■■■■■■■

なぜなら私は自分から進んで話しているのではなく．

（4）の例は他の多くの個所と同様， ラテン語そのままの訳で行為の継続

を表わしている． この個所に相当するNhd.訳の聖書ではUnderwar

hintenaufdemSchiffundschliefaufdemKissen(Marc.4,38)と二つ

の述部に分けられている． （5）の例はistに当たるラテン語のestと｢来

る」という意味のvenioの未来分詞venturusに当てたものであり,Nhd.

訳ではDieserwares, vondemichgesagthabe :Nachmirwird

kommen,dervormirgewesenist (Joh.1,15)と未来で表わされてい

る． （6）の例はbinに当たるsumと「話す」という意味の形式所相動詞

loquorの完了分詞locutusの組合せをbinsprehentiと訳しているが，

Nhd.訳ではDennichhabenichtvonmirselbergeredet (Joh.12,49)

と現在完了になっている．

『タツィアーン』はラテン語からの翻訳文学であり， それも，複数の

訳者による散文訳である． ラテン語をいかにドイツ語で再現するか力:問

題であった．なかにはラテン語をほとんどそのままドイツ語に移しかえ

る者もあった力ぎ， 多くの訳者たちはそれまでになかったキリスト教の内

容をいかにドイツ語で表わすか,ラテン語の影響を受けながらも苦労し，

工夫した． この翻訳は押韻とは無縁であった．これに対して， 『総合福音

書』の場合は聖書の記述をそのまま翻訳するのではなく， オトフリトカ：

福音書の内容を編集しなおし， 自分たちの言葉［＝ドイツ語］で表わす

こと力罫眼目で， それも初めて脚韻を用いる試みであった． この作品にお

いてはsin(wesan)+現在分詞の結びつき力:『タツィアーン』よりもずっ

と多くみられる．

ケレ(JohannKelle)によれば「ある行為力叡継続していることを強調し

ようとするとき， その行為力罫現在か過去かに応じてsinの現在あるいは

過去と現在分詞による書き替えが用いられる．オトフリトカ罫とくに第1

巻でしばしば用いたこの表現法は， この副次的概念力:ない場合にも非常

に多くみられる」7． まず，継続している状態を示すとみなされる例を挙

げると，
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(7)siaigiengilomenigi inhimileerenti. (O.I.3,32)

多くの天使たち力§天国で彼女を敬っている．

(8)s6warunseunzanelti thazlibleitendi. (O． I .4,10)

こうして彼らは高齢になるまで命を氷らえていた．

しかし次の例は継続の意味はなく，単独の動詞と同じ内容を表わすとみ

られる．

(9)WarullfragCnti, warergiboranwurti,

johbatuniozin6ti, maninizzeig6ti. (O. I .

（彼らは）彼力ぎどこで生まれたのか尋ねた．

そしてそれを教えてくれるようにしつこく頼んだ．

17,13f.)

1行目のWarunfragentiは2行目のbatunと同様，過去のfragetunと

等価であるカゴ,werdanの接続法過去wurtiと韻を踏むためにこのよう

に書き替えられていると考えられる.ちなみにfragenは作品全体で38回

用いられているが， そのうち上の個所以外に次の2個所がこの迂言表現

で， とくに継続の意味がなく，現在分詞によって押韻している． これに

対し,動詞単独の他の35個所では押韻に用いられているのはzifragenne

(III.20,124)を含めて6個所だけである．

(10)siewager4ragenti, warKristgiboranwurti. (O.I.17,34)

(11)Sprachunth6thieliuti johwarunfragenti, (O.II.11,31)

さらにまた，未来に生じる事柄も表わして，

(12)Eristthirherzblidi, ouhwirditfilumari ;

istsinerugiburti sihworoltmendenti. (O. I .4,31f.)
－

彼はあなたの心を喜ばせ， また皆によく知られるようになる

でしょうし，世のひとびとは彼の誕生を喜ぶでしょう．
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上に挙げた例ではすべて現在分詞が前行または後行の最後に置かれて

押韻に用いられている．この作品でsin(wesan)+現在分詞の結びつきは

全部で90回出てくるが， そのうち押韻に関係していないのはわずか3個

所のみである． また，分詞が格語尾をつけているのが11個所あり， これ

らもすべて次の例のように押韻のためとみられる．

(O. IV.9,26)(13)johthiemitimoinn6teWarunwall6nte

そして彼とともに迫害のなかをさすらっていた人々

sin(wesan)+現在分詞はたしかに継続を表わす場合もある力ざ， しか

し，オトフリトにあってはこの迂言表現は上でみたように，脚韻を踏む

ためのひとつの重要な手段として用いられていると言うことができる．

そのことは，彼が作品を書き始めて韻を踏むのに苦労したと思われる最

初の巻において特に多くこの結びつきがみられ，押韻技巧に長けてくる

につれて第2巻以降では激減していることからも明らかである8．

さて， 中高ドイツ語に戻って，改めて押韻の手段としてのこの結びつ

きを見直してみよう． ここでもこの迂言形は頻繁に見受けられる．

(14)undhernGaweinsswesterundirkint,

diumirzeherzengendeaU/… (Iw.4905f､）
そしてガーヴァイン殿の姉上と

私の心を打つ姉上の子供たち／…

(15)dazsimitvlizeenpfahedietriutinnemin.

dazwil ichimmerdiendeumbeKriemhildesin

(NL540,3f.)

私の大切な人を心をこめて迎えてくれるよう （伝えて下され)．

クリエムヒルトにはずっとその恩に報いるつもりだ．

(16)wiediumazemachensol

dieuntugendezallervrist

zetugenden,swerzwolmezzend". (W.GastlO176-78)

事を正しく比較考量するならば，
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いかに節度がつねに不徳を徳に

変えるかを， （あなた方は今しかとお聞きになりました）

上の三つの例とも特に継続の意味はなく， この組合せによってsinの現

在形あるいは不定形で押韻している． これらはふつうは， それぞれ次の

ように動詞単独で表わされる．

(14')mirgetzeherzenirclage

naherdanneichiemensage. (Iw.1433f.）

彼らの悲しみようは

口で言い表わせないほど私の心を打つ．

(15')d6sprachderkUnecGunther:

《dazdienichimmerumdich.> (NL160,4)

「永久にそなたのその恩に報いよう」とグンテル王は言った．

(16')swermitdermazekanmezzenwol

dertuotezallezalsersol. (W.Gast9939f.)

節度をもって正しく比較考量できる者は

すべてをなすくくように行なう．

また,jehenの現在分詞jehendeがsinの何らかの形と結びついた迂言

表現が『トリスタン』T)'jS如刀に次のように3度出てくるが, 3度ともど

ちらかで押韻している．

(17)unddazsinachderselbenzit

derwerldejehendewmre,

dazsidazkintgeb記re; (Trist.4248-50)

そしてその期間ｶ過ぎたあと

自分がその子を生んだと

世間の人に言うように， （妻に命じたこと）

この個所は，忠義者ルーアルが， さらわれて行方不明になったトリスタ
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ンを探しに旅に出て3年目に， ようやくマルケ王の宮廷に尋ね当て， ト

リスタン誕生の時のいきさつを，つまり，生まれたばかりの主君の子供

の命を救うため， 自分の子と偽って妻にお産の真似をさせたことを，王

の前で説明するくだりの一部である． ここはルーアルが妻に命じた内容

を表わす間接話法で,特に継続の意味はなく，本来ならjehenの接続法過

去j記heでいいところが，次行のgebareと韻を踏むためにjehende

w記reとなっている．この話をルーアルが実際に妻に命じたところでも，

(18)unddazsinachderselbenzit

j記heundejehendew記re,
－

dazsidazkintgeb記re,

dazirjuncherresoltesin. (Trist､1900-3)

そしてその期間が過ぎたあと

本当は若き主君であるその子を

くれぐれも自分が生んだと

言うように， （妻に厳しく命じた）

ここは「くれぐれも言うように」という強調の意味もあるだろうが，行

を満たし，押韻する必要からもこのような表現になっていると考えられ

る．次の例も明らかに押韻のための書き替えであろう．

(19)wiltamirnochgevolgicwesen

undmirdeszinsesjehendesin,
－

minswesterdiukiinigin

diumuozdichselbeheilen/… (Trist.6954-57)

おまえがまだ今のうちに

私の言うことに従って私に貢ぎを認めるなら，

妹の王妃自身に

お前の治療をさせよう／･･･

これに対し，次の個所では迂言形を用いる必要がなくjehenの接続法
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過去j記he力欝行末に置かれて押韻している．

(20)durchniht,wandazmanj記he,

dazmanouchindasahe, (Trist.8957f.)

ただただそこで彼の姿も見かけたと

言ってもらうためだけに，

グリム(JacobGrimm)によれば, eristessendは「食べ続けている」

のであり, erwaressendはただ一口食べただけではなく， 「食べ続けて

いた｣のである．この表現は時制の区別と重なるところ力叡あり, eri6tは

本来食べ続けているかぎりにおいて用いられ，食べる行為力罫終わると，

eraBではなく, erhatgegessenである9. また, ｢Mhd.の詩人たちに

はこれ［＝この迂言形］は語りに変化をつけるため，詩行を適宜拡大す

るため， そして表現により細やかな彩りをつけるのに役立っている． し

かし，すべての詩人がこれを好んで利用しているわけではなく， ある者

は稀にしか,あるいはまったく用いない｣10と言う．しかしな力ぎら,Ahd. ,

Mhd.ではまだ時制の体系が確立してはおらず，グリムが上に述べたこ

とは厳密にはNhd・にしか当てはまらないし,Mhd.の古典的作品にはこ

の用法はよくみられる．Mhd.の詩人たちにとってはいかに押韻するか

が重要な関心事であった11.

3．werdenと現在分詞

この結びつきはAhd.ではsinと現在分詞ほど多くなく， 『タツィアー

ン｣， オトフリトとも2度ずつしか出てこない．

(21)IntinaUuirdistthuSuigentiintinimaht

sprehhanunzanthentag, (Tat.2,9)

そして今あなたはおしになり，その日までものｶ：言えなくなる

(22)ThieminfurlougnitforamannunintiminscamentiUuirdit

inthesemofurleganencunneintisuntigemo, (Tat.44,21)

人の前で私を拒み， この罪深い姦淫の世代にあって
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私を恥じる者

(23)Th6Wardmundsiner sarsprechanter, (O.I.9,29)

その時すぐに彼の口はしゃべるようになった

(24)Wiomos6gizami gisiunisinbiquami,

johsehentiavurwurti therblintwasfongiburti.

(0.111.20,121f.)

生れつき目が見えなかった者にどのようにしてかくも見事に

視力が与えられ，ふたたび目が見えるようになったのか．

(21)の例ではsinに当たるラテン語のesseの未来形と現在分詞を, (22)

ではesseの未来完了形と分詞形容詞をwerdan+現在分詞で表わして

おり， いずれも未来に関わる内容である． これに対し，オトフリトでは

いずれも過去の事柄を表わす． （23)の例では分詞力罫主語と同じ男性1格

の語尾を付けsinerと押韻し, (24)の例では分詞ではなくwerdanの接

続法過去wurti力罫giburtiと韻を踏んでいる．これらのAhd.の例では分

詞(scamenti)が動詞として目的語(min)をとっている(22)の例以外は

werdanに本来の意味があり，現在分詞は形容詞的性格が強く，いわゆる

迂言表現とは言えないかも知れない． それではMhd.ではこの結びつき

はどうであろうか．

(25)unzsimichbrahteOfdievart

dazichirnachjehende迎旦工L. (Iw.2985f.)

ついに彼女は私をして彼女の意見に

従わしめることに成功した．

(26)d6sisiVragendeWart

obsi ihtwestesinevart, (Iw.5891f.)

彼女がその女性に彼がどこ診、行ったか

知っているかどうか尋ねたとき，

(27)undalseerinVragendeWart,
diuritterschaftloseteelliudar

undnamROalesm記rewar. (Trist.4118-20)
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そして王力ざ彼に尋ねたとき，

騎士たちはみな耳を傾け，

ルーアルの話を注意深く聞いた．

(25)の例のeinemnachjehenはjm.beistimmen, folgenの意味である

が， ここでは前行のvartと押韻するために動詞単独のjachの代わりに

jehendewartとなっているとみることができる． (26)のvragendewart

も同様であろう． （27)のvragendewartをベヒシュタイン(R. Bech-

stein)はvrageteと同じ意味だとしている力ざ，ガンッ (P.Ganz)は起動

相ととっている'2．

グリムによれば， このような書き替えによって起動相的な曲面が表わ

され,行為の開始あるいは出来事の始まりが特に強調されることがある．

つまり, ,,eristweinende!:が,,erzerflieBtinTranen"とすれば, ,,erwirt

weinende"は"erbrichtinTranenausG@であろうが， どちらも動詞

weinenの単独の意味でも用いられ, ,,erweint"以上のものを含まないこ
ともある13.

シュレーブラーによれば， この結びつきは先ず過去に起こった出来事

の起動相的性格を表わすものであったｶざ， それが，始まった出来事の継

続を意味する場合にも用いられるようになり，さらに,werdenの現在形

力ざ現在分詞と結びつくと「werdenの現在形は過去と未来との間の広が

りのない点としての純粋の現在を表わすことができないので，現在分詞

とそれの結びつきは始動相的な意味から未来の出来事を表わす時間的な

意味へと移行する｣'4として次のような例を挙げている．

(28)si
●へ

]a

getuotunsnochvil

wirtirdienendevil
q■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

leide,swiesizgetragetan.

manicw記tlicherman. (NL1210,3f.)

彼女がどんな企みをするにせよ今に我々に

多大の災いを与えるでしょう．

きっと多くの立派な武士たち力欝彼女に

仕えることになりましょう．

(29)erwirtmichgernesehende
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undwirdeichimeverjehende

umbesinenneven,derhiestat. (Trist.3987-89)

もし私力:ここにいる王さまの甥について

話をすることにすれば，

王さまは喜んで私にお会い下さるだろう．

(28)の例は， もしクリエムヒルトカヌエッツェルと結婚すれば，先々多大

の災禍をもたらすことになると心配するハケネの言葉であり， 2行目の

wirtdienendeは未来の事柄である． ちなみに1行目のgetuotも動詞の

現在形に前綴ge-を付けて未来を表わしたものである．

werdenと現在分詞による表現はドイツ語においては定着せず，後に

現在分詞の代わりに不定詞がwerdenと結んで同じような意味を表わす

ようになる．それはまだAhd.には見当らず,Mhd.でもごく稀で，それ

も始めは過去形のみであった'5.werdenの現在と不定詞で未来を表わす

例はMhd.ではまだ非常に稀であったが， これは14世紀の後半から次第

に広がり始め,werden+現在分詞に代わって未来時称を表わす迂言形と

して定着することになる．

4． その他の動詞と現在分詞

(30)Siefuarunquitil6nti thioarmalichundati,

jamerlich6nthingon, iointhenselbengangon;

Siegianguninanklag6mjohiofonimoSagenti,

(0.V.9,5-7)

彼らはこの不幸な出来事について語り合いながら

悲しげにその道を進んで行った．彼らは彼の死を

嘆き悲しみ， そして彼のことを話しながら歩いて行った

ここではfaran,ganganとともに三つの現在分詞力:現われている． この

例ではfaran,ganganとも動詞本来の意味をもち， その運動中の行為を

現在分詞で表わしており，それらが押韻のために用いられている．Ahd.

では弱変化動詞には3種類あり， それらの不定形どうしでは韻を踏むこ
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とはできず， 3行目のように現在分詞にすればそれが可能であった．

エールトマン(OskarErdmann)はオトフリトにおける動詞と形容詞

の機能を併せもった分詞の用例を，

1)主文の行為と区別される独自の活動を表わす場合

2)述語動詞と融合してただひとつの活動の概念を表わす場合

3)形容詞と同じように修飾する対象に内在する性質を表わす場合

に分類している． そして2)の場合， しばしば現在分詞は静止あるいは運

動の動詞と融合してひとつの概念をなす．分詞はこのような静止あるい

は運動の中で実行される活動を表わし， その場合，叙述の本質的な部分

は分詞にあるとして，彼はsin,werdan以外にwahsen,stantan,sizzan,

liggan;faran,gangan,queman,fliaganを挙げている16.なかでも 「運

動の動詞の中でfaranとganganは非常にしばしば，そしてまったく型

にはまったように現在分詞と結びつく」17． （30)の例はエールトマンのい

う1)に当てはまるだろう力苛， 2)に当てはまる例もいくつかみられる．

ケレも 「非常にしばしばganguの場合と同じようにfaruとともに用

いられるこの分詞［＝現在分詞］は分詞の形をした動詞力欝表わす概念の

書き替えに過ぎない｣'8と述べて，オトフリトの用例を分類している．そ

の中から二つ例を挙げると，

(31)johwilesduannuenti mitthiuihfuarferienti
-

(O.V25,4)

そして私が語り進めてきた物語を今終えようと思う．

(32)Sihfuarunthrang6nti umbi inanth6thieliuti,(O. IV30,1)

その時人々は彼のまわりに群ｶぎった．

(31)の例文のferientiは「船を進める」の意味のferrenの別形ferienの

現在分詞である. ferientifaran[船を進めながら行く」が比職的な意味

で用いられたものであるカゴ， （32)の例ではfaranの意味はまったく現わ

れず,再帰動詞thrang6nの完全な書き替えである．どちらの例でも分詞

ｶ薮押韻に用いられている． ちなみにオトフリトではfaranと現在分詞は

18度あり， 17度まで分詞で押韻している．ganganが現在分詞と用いられ

162



ているのは10度ある． そのうち分詞で押韻していないのは2度だが，そ

れも1度は次のようにganganの接続法過去giangiで韻を踏んでいる．

しかもここでは主語力:敬称の2人称irであるのに，押韻のため動詞が最

初の述部のirから次の述部ではduに対応する形になっている．

(33)Irgibuaztutmirinwar thurstintihungar,

inhnsmihouhintfiangi, theihwall6ntinigiangi;

(V20,73f.)

あなたはまことに私の渇きと飢えを癒して〈ださりさらに，

私力罫坊僅わな〈てよいように家に入れてくださいました．

faranとgangan以外の動詞については現在分詞を伴う用例はきわめ

て少ないのでここでは取り上げない． いずれにしてもこのような結びつ

きでは，元来は動詞本来の意味があり，分詞は「～しながら」を表わし

たのであろうが，それが押韻の手段として部分的に動詞の迂言表現にも

なったのだと考えられる． 『タヅィアーン』ではfaran,ganganとも現在

分詞を伴うこのような用例は見当らない．

では,Mhd.では事情はどうであろうか.筆者の見るところどちらも現

在分詞を伴う例は少なく， その場合もほとんど分詞は「～しながら」の

意味だが, g釦に迂言表現ととることができる場合がある．例えば，

(34)DerkUnicmitsinenvriundenranendegie
－

HagenvonTronegeinniegeruowenlie. (NL882,1f.）

王は親しい者たちと相談をした．

トロネケのハケネは王に落ち着いて考えさせなかった．

ここは，ハケネの策略でザクセン，デンマルクが再び宣戦布告してきた

と偽りの使者を仕立て， それを受けてグンテル王が重臣たちとジーフリ

ト暗殺のための相談をしている場面である． このgieは｢歩く」という行

為を表わすよりはほとんどコプラに近く，ただ押韻のために用いられた

だけで,半述語的な現在分詞ranendeが実質的な述語となっている19.ま
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た， きわめて稀だがtuonにも現在分詞を伴ったこのような用法ｶざある．

この場合は押韻の必要はないが，行のリズムを整えるためにこの迂言形

を用いたのであろう．

(35)wanmansoltuonnimer
－

rihtendedandiuschuldeger (W.GastlOO47f.)

なぜなら罪が求める以上には裁きを

行なうべきではないから．

文法書には「半述語的な規定語は動詞がコブラに等しいとき，真の述

語に非常に近くなることがある｣20としていくつかの例の中にg伽が形

容詞， さらには名詞までもとった次のような文例も挙げられている．

(36)ouchgienCderwaltwildesvol: (Iw.3272)

森はまた野獣でいっぱいであった．

(37)allerwibewUnnediugatnochmagedin. (MF10,8)

すべての女性の中で最もすばらしいのは

今でも処女である．

(37)の例に文法書にはdieherrlichsteallerFrauenistnochJungfrau

という部分訳が添えられている.ganのこのような用法は，また不定詞を

伴って，

(38)zuodergiencersitzen

undgnadetirvilserej (Iw.2722f.)

彼はその乙女の横に腰を下ろし，

おおいに感謝の言葉を述べ，

(39)Diebotenerd6gruozteundhiezsisitzengan. (NL879,1)

王は使者たちを迎え，席につくよう促した．

g伽やkomenのような運動を表わす動詞と用いられる不定詞は，本
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来は目的を表わし， 「～するために行く （来る)」という意味であるが，

ここでは動詞そのものの意味が薄れ，不定詞が実質的な述語となってい

る.Nhd.ではこれはspazierengehenのような分離動詞にその名残を留

めており， 目的を表わすのにはふつうzu+不定詞力欝用いられる．前置詞

を伴わないのはeinkaufengehenとかangelngehenなどごく限られた

ものしか残っていないが,Mhd.では動詞がzeを伴わない不定詞ととも

に用いられる例が頻繁にみられる．上でみた現在分詞を伴った動詞の迂

言表現はほとんど力笥押韻のためであったが，次稿では同じ観点で不定詞

を伴った動詞の迂言表現を中心に調べてみたい．

引用原典および主要参考文献
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mentarundeinemNachwortvonRiidigerKrohn, 2．,durchgeseheneAuf.

lage,Stuttgartl981(=Trist.).

De7'W"伽〃eGzs#dEsTWo池as伽〃0”刀沌此z7MHerausgegebenv.H.Rtickert,

165



mit einer Einleitung u. Register v. F. Neumann, Berlin 1965 (=W. Gast). 

Jacob Grimmm : Deutsche Grammatik. Bd.lV. Herausgegeben von Gustav 

Roethe und Eduard Schröder ; Reprografischer Nachdruck der Ausgabe 

Gütersloh 1898, Hildesheim 1967. 

Jacob und Wilhelm Grimm: Deutsches Wörterbuch; Nachdruck der Erstaus­

gabe 1854-1971, München 1984. 

G. F. Benecke, W. Müller, F. Zarncke: Mittelhochdeutsches Wörterbuch, I -III 

; Reprografischer Nachdruck der Ausgabe Leipzig 1854-66, Hildesheim 

1963 (=BMZ). 

Oskar Erdmann : Untersuchungen über die Syntax der Sprache Otjn"ds. Halle 

1874-76; Nachdruck, Hildesheim/New York 1974. 

Hermann Paul : Mittelhochdeutsche Grammatik, 19. Auflage, bearbeitet von 

W. Mitzka, 2. Druck, Tübingen 1966 (=Paul/Mitzka). 

Derselbe : Mittelhochdeutsche Grammatik, 20. Auflage von Hugo Moser und 

Ingeborg Schröbler. Tübingen 1969 ( = Schröbler). 

Paul Piper (Hrsg.) : Otjrids Evangelienbuch. Mit Einleitung, erklärenden 

Anmerkungen, ausführlichem Glossar und einem Abriss der Grammatik, II. 

Theil : Glossar und Abriss der Grammatik, Freiburg i. B. 1887. 

Johann Kelle (Hrsg.) : Otjn"ds von Weissenburg Evangelienbuch. Text Ein­

leitung Grammatik Metrik Glossar, III; Nachdruck der Ausgabe 1881, Aalen 

1963. 

Karl Bartsch (Hrsg) : Der Nibelunge Not. Mit den Abweichungen von der 

Nibelunge Liet, den Lesarten sämtlicher Handschriften und einem Wörter­

buch, II. 2 Wörterbuch; Reprografischer Nachdruck der Ausgabe Leipzig 

1880, Hildesheim 1966. 

R. A. Boggs : Hartmann von Aue Lemmatisierte Konkordanz zum Gesamt­

werk. Nendeln 1979. (Indices zur deutschen Literatur 12/13). 

C. D. Hall : A complete Concordance to Wolfram von Eschenbach 's Parzival. 

New York & London 1990. 
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注

川島敦夫他編 『ドイツ言語学辞典』 東京1994年691ページ．

同上書同ページ

Paul/Mitzka,6287.文法書からの引用については,上に挙げた引用原典に当

たり押韻を示すため改行したり行を追加した． また，綴りが異なる場合は引

用原典に従って変えてある．以下同様．

Schr6bler, 9307.

vgl.Wol/Mwws"0〃戯c""6"c"Rz蹴りαﾉ〃"α刀j"〃.Hrsg.v.K.Bartsch.

Leipzigl875(DeutscheClassikerdesMittelalters9),S.166 ;Wb1加加s

”犯氏c〃"6"c･"Rz7zi"α／〃"α刀/"〃.Hrsg.v、E・Martin.ZweiterTeil.

Hallea､S.1903.Anm.zul54,30).

Vgl.Grimm,Wけγre妨況cルBd､ 16,Sp､313

Kelle,S.707.なお，本稿に挙げたオトフリトからの例文はO.Erdmann編の

版から引用しているが， そこでは長音符号ｶ：付されていないので，行のリズ

ム，流れを伝えられるように,P.Piperの版に従って長音符号を付け加えた．

また，同様に「タツイアーン」からの例文もESievers編のテキストには長

音符号力：ないので，同編者によるGIossarに従ってそれを付したことをお断

わりしておく．

Vgl.Erdmann,U"花庵"c""gE"1.Teil5357.エールトマンは第2巻以降で

はこの表現法がほとんど完全に棄てられたとしているが，筆者の計算では，

この結びつきは第1巻では押韻していない2例(I.1,112.15,2)を含めて, 69

個所，第2巻で3個所，第3巻で6個所，第4巻で4個所，第5巻で6個所，

ルートヴィヒ・ ドイツ王とザンクト ・ガレンの僧ハルトムートヘの献辞の中

にそれぞれ1個所となっている．

vgl・Grimm,G7tz""fzα肋S.5.

Ibid.S.6.

もちろん一口にMhd.と言っても,詩人により，作品により用いられている単

語,押韻用語にはそれぞれ特徴ｶぎある．例えば, jehenとstan(sten)のいくつ

かの形を次に一覧表にして示すと （前綴ge-の付いたものもこの中に含めて

いる． また，かっこ内の数字は押韻個所の数で内数)，

わずか2つの動詞について6つの作品での比較であるし， それぞれの作品

の行数も異なるので一般化はできないが， これらの中で『パルッィヴァールj

と『トリスタン」に比較的多様な押韻技法がみられると言える．

なおstanは『パルツィヴァール』では現在語幹ですべてsten形力ざ用ぃられ

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

１
１
４
５

ｊ
ｊ
６
７

8）

ｊ
ｊ
ｊ

９
皿
皿
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て，ほとんど96，と押韻している． しかし，ここでは紙幅の関係でstanの項

にまとめて挙げた． その他の作品では接続法現在形以外はほとんどすべて

stan形で,gan以外にgetan,han,wan等さまざまな押韻相手をもっている．

「パルツィヴァール』以外に例外的にsten形が用いられているのは, 「ニーベ

ルンケンの歌jで1個所(gesten987,1) 『エーレク』で1個所(stenll39),

『イーヴァイン』で1個所(sten4184), 『トリスタン」で2個所(stende2649.

12988)ある．そのうち押韻に関係していないのはEr.1139とTrist.2649だけ

であるが，ここ力:なぜsten形なのか筆者には理解できない．いくつかのテキ

ストを調べてみた力罫，どれもsten形である．おそらく写本がそうなっている

のであろう．

v91． GoMMib"0"SMzss6"噌乃'is/Zz".Hrsg. v.ReinholdBechstein.

ErsterTeil.Leipzig51930(DeutscheKlassikerdesMAs7).Anm.zu4116.

これを改訂したP.Ganzはwerden+現在分詞で起動相を表わすとして, als

derK6nigihnzufragenbegannと注釈している．

V91.Grimm,G7rz加加α峨S.6f.

Schr6bler, 9299.

V91.Grimm,G"Mz加加α肋S.7;Schr6bler, 9307,Anm.3.

V91.Erdmann,U"花応"c〃"ge"1.Teil 9354; 5356.

1bid. 9359.

12)
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18) Kelle, S. 115. 

19) "·Y r - (A.T. Hatto) (.;I: Gunther went conversing with his friends in 

whispers 1: x·t 1:: .t; ') ii}{ L -r ~, J.> b', 7· 7 •Y 7 11, 1-- (H. Brackert) (.;I: Heim­

lich beriet sich der König mit seinen Vertrauten, ,Y;,, "'/7- (F. Genzmer) 

(.;I: Der König mit seinen Freunden, zum Rate gingen sie 1: ;tK L -r ~, J.>. 
20) Paul/Mitzka, § 204. gehen !l) .::. !l) J: ? 'd: ffl i:U (.;I: /91] :l (.;!:' müßig gehen, 

schwanger gehen 7d: 1:: Nhd. t:. b ~-, -C ~, J.>. 

U mschreibungsausdrücke 

im mittelalterlichen Deutsch 

unter besonderer Berücksichtigung 
des Endreims - (1) 

Osamu T AKEICHI 

In literarischen Werken des deutschen Mittelalters findet man 

verschiedene Typen der Umschreibungen. Hier wird die Verbindung 

von Verbum und Partizip Präsens behandelt, unter besonderer Be­

rücksichtigung des Endreims. 

1 . sfn(wesen) + Part. Präs. 
Die Fügung von sfn(wesen) + Part. Präs. ist nicht nur tpypisch für 

das Mhd., sondern gehört schon der Ursprache an und ist jetzt im 
Englischen als sogenannte „progressive form" grammatikalisiert. Im 

Nhd. ist dagegen diese Umschreibung bereits verschwunden und 
dieses Partizip kann sich mit dem V erb sein als Kopula nur dann 

verbinden, wenn es adjektiviert ist. 

Im ahd. Tatian, einer Übersetzung aus dem Lateinischen, sind diese 
Verbindungen 5_8mal belegt. Sie entsprechen der Fügung von dem 
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„esse" zu irgendeiner Form nicht nur mit dem Part. Präs., sondern 
auch mit dem Part. Futur, ferner mit dem Part. Perf. 

Otfrid von Weissenburg benutzt diese Umschreibung sehr häufig. 
Diese Ausdrucksweise bezeichnet eigentlich ein Andauern, aber sie 
findet sich bei ihm nicht bloß in dem Fall, wo eine Handlung andau­

ert, sondern „auch da, wo dieser Nebenbegriff fehlt." (J. Kelle) 

1) WOrun frOgenti, war er giboran wurti, 

joh Mtun io zi n(Jti, man in iz zeig{Jti. (0. I. 17, 13f.) 

WOrun frtigenti in der ersten Zeile bezeichnet keine anhaltende 

Handlung, sondern ist äquivalent mit Mtun in der zweiten Zeile, aber 
es ist so umschrieben, damit es sich auf wurti reimt. Die Verbindung 
von wesan + frOgenti findet man im Evangelienbuch dreimal, wo dann 
frtigenti zum Reimen gebraucht ist, während frtigen allein nur sechs­
mal von 38 Belegen zum Reimen dient. Die Fügung von sfn(wesan) 

+ Part. Präs. überhaupt erscheint in diesem Werk insgesamt 90mal, 

hiervon nur dreimal ohne Reimbezug. 
Auch im Mhd. kann die Umschreibung durch das Präs. oder Prät. 

des Verbs sfn mit dem Part. Präs. statt des einfachen Präs. oder Prät. 
eines Verbs angewendet werden, wenn die Handlung als eine dauern­
de gedacht wird. Aber wie 1. Schröbler sagt, kann diese Um­
schreibung stehen, wenn das Verbum ein momentanes Geschehen 
bezeichnet. 
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2 ) diu mir ze herzen gende sint/ ... (lw. 4906) 
3) daz wil ich immer diende umbe Kriemhilde sfn. (NL 540, 4) 
4 ) wie diu miize machen so! 

die untugende zaller vrist 

ze lugenden, swerz wol mezzend ist. (W. Gast 10176-78) 



In diesen Beispielsätzen bezeichnet die Fügung von sfn und Part. 

Präs. keine durative Handlung. Sie sind nur zum Reimen so um­

schrieben. Sonst werden sie jeweils mit einem bloßen V erb 

folgendermaßen ausgedrückt : 

2 ') mir gfl_ ze herzen ir clage 
naher danne ich iemen sage. (Iw. 1433f.) 

3 ') do sprach der künec Gunther : 
«daz dien ich immer um dich.» (NL 160, 4) 

4 ') swer mit der mlize kan mezzen wol 

der tuot ez allez als er sol. (W. Gast 9939f.) 

2 . werden+ Part. Präs. 
Diese Verbindung ist im Ahd. nur wenig belegt : sowohl im Tatian 

wie im Evangelienbuch je zweimal. Im Mhd. erscheint sie öfters. Sie 

drückt im Präteritum aus „zunächst den inchoativen Charakter eines 

Geschehens, das sich in der Vergangenheit abgespielt hat. "(I. Schrö­

bler) Dann bedeutet sie auch die Fortdauer des begonnenen Gesche­

hens. 

„wenn ist weinende bedeutet : er zeifließt in thränen, so liegt in 
wirt weinende : er bricht in thränen aus ; beide formeln können aber 

auch nichts enthalten sollen als den begrif : er weint ", so sagt J. 
Grimm und wirft dem albrechtischen Titurel den Mißbrauch der 
beiden Verbindungen für den Reim vor. Aber wir finden bei den 

anderen mhd. Dichtern manchmal diesen Gebrauch zum Reimen ohne 

besondere Nuance, wie zum Beispiel : 

5 ) unz sf mich brahte uf die vart 
daz ich ir nach jehende wart. (Iw. 2985f.) 

6 ) und alse er in vr{igende wart, 
diu ritterschaft losete elliu dar 
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und nam RtM,les mtEre war. (Trist. 4118-20) 

Diese Verbindung nähert sich dann im Präsens der futurischen 

Bedeutung. 

7 ) er wirt mich gerne sehende 
und wirde ich ime verjehende 
umbe sfnen neven, der hie stfit. (Trist. 3987-89) 

Die Fügung von werden+ Part. Präs. hat sich jedoch im Deutschen 

nicht eingebürgert, sondern der Verbindung von werden+ Infinitiv 

Platz gemacht, und die letztere ist später für den futurischen Aus­

druck grammatikalisiert worden. 

Außer sfn und werden werden andere V erben der Ruhe oder Bewe­
gung wie gfin, stfin usw. mit dem Part. Präs. kombiniert gebraucht. 

Dabei erhält aber das Partizip meistens seinen durativen Charakter. 
Nur bei varn und gfin gibt es m. E. wenige Fälle, wo von der 

Umschreibung eines Verbs die Rede sein kann. 

8) Sih ~ thrangßnti umbi inan thß thie liuti, (0. V. 25, 4) 

9 ) Der künic mit sfnen vriunden r11nende gk. (NL 882, 1) 

Wie oben gesehen, wird die Verbindung von Verbum und Part. 

Präs. im mittelalterlichen Deutsch sehr häufig gebraucht. Sie ist 
öfters ohne besondere Nuance eine bloße Umschreibung eines Ver­
bums zum Reimen. Es ist in der mittelalterlichen gebundenen Dich­

tung sehr wichtig, wie man den Reim bildet. Dazu dienen ver­
schiedene Mittel, und sicher spielt auch diese Umschreibung hierbei 

eine große Rolle. 
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